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「洋光台エリア会議設置及び運営要領」の改定に関して 

 

●「洋光台エリア会議設置及び運営要領」について 

・ 第 1 回洋光台エリア会議（平成 24 年 5 月 11 日）にて付議、承認 

・ 今回、会議体の更新、新規メンバーの追加等に伴い、要領改定を検討 

 

●「洋光台まちづくりビジョン」に関して 

・ エリア会議から展開・派生するまちづくりに関わる関係者が、目標や具体的な進め方を

共有するものとして、H25 年度に「まちづくりビジョン」を策定開始 

・ エリア会議にかかる取り組み(各種ワークショップ・CC ラボ・地域連携イベント・次世

代スタイル等 WG 等)について、包括的に「ルネッサンス in 洋光台」と称し、「まちづ

くりビジョン」の中に位置付ける 

・ 「まちづくりビジョン」では、ルネッサンス in 洋光台にかかる「まちづくりの目標」「取

り組み項目」「推進体制」「具現化プロジェクト」等を取りまとめ、適宜更新を行った。 

→ CC ラボ等、具体的なアクションについては「まちづくりビジョン」に記載 

 

 【これまでのまちづくりビジョン】 

① まちづくりビジョン骨子（H26.3/第５回エリア会議） 

② まちづくりビジョン H26 年度版（H26.7/第６回エリア会議） 

：ワークショップ、CC ラボ等を位置づけ 

③ まちづくりビジョン H27 年度版（H27.9/第 9 回エリア会議） 

：各取り組み項目に対応する具現化プロジェクト案を提示 

④ まちづくりビジョン H28 年度版（H29.3/第 12 回エリア会議） 

：具現化プロジェクト→具現化に向けたアクションとして更新、マッピング 

 

● 「洋光台エリア会議設置及び運営要領」の改定に関して 

・ 既往の「洋光台エリア会議設置及び運営要領」をベースに改定 

・ テーマに関しては、６年間の経緯・成果を踏まえ、直近の「まちづくりビジョン」にお

ける取り組み項目に修正 
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【新旧対応表（案）】 

 洋光台エリア会議の設置及び運営要領 

 
（仮）まちの事務局準備会の 

設置及び運営要領（案） 

 

（名称） 
 

第１条 この会議を「洋光台エリア会議」

（以下、「エリア会議」という。）

と称する。 
 

第１条 この会議を「（仮）まちの事

務局準備会」（以下、まちの事務局準

備会）と称する。 
 

（目的） 
 

第 2 条 エリア会議は、洋光台地域の良

好な社会資本を有効活用し、価値を維

持・向上させて、次世代に引き継ぎ下記

を実現することを目的として設置する。 
(1) 地域の課題解決の担い手となる専

門性を持った組織のプラットホー

ムの構築 
(2) 複合的なテーマを扱うグループの

形成や活動スキームの波及、新た

な取組主体の参画などによるエリ

アの活性化 
(3) 各主体の連携を連鎖的につなげる

こと 
 
 

第２条 まちの事務局準備会は、エリ

ア会議を継承し、その成果を踏まえ、

洋光台地域の良好な社会資本を有効

活用し、価値を維持・向上させて、次

世代に引き継ぎ下記を実現すること

を目的として設置する。 
(1) 地域の課題解決の担い手となる

専門性を持った組織のプラット

ホームの構築 
(2) 複合的なテーマを扱うグループ

の形成や活動スキームの波及、

新たな取組主体の参画などによ

るエリアの活性化 
(3) 各主体の連携を連鎖的につなげ

ること 
 

（テーマ） 
 

第 3 条 前条の目的を達成するため、エ

リア会議は下記をテーマとして取り扱

う。 
(1) 多世代近居（住み替えシステム、コ

ミュニティ活性化、ウェルフェア等） 
(2) 防災 
(3) 駅前再編・景観形成 
(4) エネルギーマネジメント 
(5) その他、洋光台地域の価値を維持・

向上させることに資する取り組み 
 

第３条 前条の目的を達成するため、

まちの事務局準備会は、別紙「まちづ

くりビジョン」に基づき、下記をテー

マとして取り扱う。 
(1) 多世代居住推進（多世代交流・

コミュニティ支援/住替え・若年

層の流入促進/介護・高齢者支援

/子育て支援 等） 
(2) 防災(安全・安心) 
(3) 駅前活性化・景観形成（まちの

賑わい/利便性の向上/景観づく

り 等） 
(4) エネルギーマネジメント 
(5) その他、洋光台地域の価値を維

持・向上させることに資する取

り組み 
（エリアマネジメント推進/地域

循環経済・地域モビリティ 等） 
 

（構成） 
 

第４条 エリア会議の構成は、有識者、

洋光台まちづくり協議会、神奈川県、横

浜市、独立行政法人都市再生機構神奈川

地域支社とし、別表に掲げるものを構成

員とする。 
２ 構成員は、必要に応じて適宜見直し

を図る。 
 
 

第４条 まちの事務局準備会の構成

は、エリア会議メンバーである、別

表に揚げる有識者、洋光台まちづく

り協議会、神奈川県、横浜市、独立

行政法人都市再生機構神奈川エリア

経営部を構成員とし、随時、まちで

活動する事業者が参加するものとす

る。 
２ 構成員は、必要に応じて適宜見直

しを図る。 
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（対象エリ

ア） 
 

第５条 エリア会議の対象エリアは、別

図に規定する多世代近居に係る洋光台地

域ケーススタディ検討会対象エリア（洋

光台まちづくり協議会活動エリアに県営

日野団地を加えたエリア）とする。 
２ 対象エリアは、必要に応じて適宜見

直しを図る。 
 

第５条 まちの事務局準備会の対象

エリアは、別図に規定するエリア（洋

光台まちづくり協議会活動エリアに

県営日野団地を加えたエリア）とす

る。 
２ 対象エリアは、必要に応じて適宜

見直しを図る。 
 
 

（事務局） 
 

第６条 エリア会議の庶務を担当するた

め、独立行政法人都市再生機構神奈川地

域支社に事務局を置く。 
 

第６条 まちの事務局準備会の庶務

を担当するため、独立行政法人都市再

生機構東日本賃貸住宅本部神奈川エ

リア経営部に事務局を置く。 
 

 
（会議及び

分科会） 
 

第７条 エリア会議の開催は年２～３回

を目安とし、必要に応じて随時開催する。 
２ エリア会議の招集は事務局が行う。 
３ 座長が必要と認めるときは、構成員

の他、関係者もエリア会議に出席する

ことができる。 
４ エリア会議において、各構成員は以

下を行う。 
(1) 検討及び取り組み状況等の報告 
(2) 課題解決に向けた連携体制の構築 
(3) 取り組みスキームの地域内への波

及に向けた意見交換 
(4) 構成員の連携による新たな取り組

み項目の発意 
５ エリア会議は、必要に応じ分科会を

置く。 
６ 分科会の設置やその構成、目的及び

役割は、エリア会議における協議に基

づき定める。 
 
 

第７条 まちの事務局準備会の開催

は年１回を目安とし、必要に応じて随

時開催する。 
２ まちの事務局準備会の招集は事務

局が行う。 
３ 座長が必要と認めるときは、構成

員の他、関係者もまちの事務局準備会

に出席することができる。 
４ まちの事務局準備会において、各

構成員は以下を行う。 
(1) 検討及び取り組み状況等の報告 
(2) 課題解決に向けた連携体制の構築 
(3) 取り組みスキームの地域内への波

及に向けた意見交換 
(4) 構成員の連携による新たな取り組

み項目の発意 
５ まちの事務局準備会は、必要に応

じ分科会を置く。 
６ 分科会の設置やその構成、目的及

び役割は、まちの事務局準備会にお

ける協議に基づき定める。 
 

（雑則） 
 

第８条 本要領に定めのない事項につい

ては、エリア会議の合意により定める。 
第８条 本要領に定めのない事項に

ついては、まちの事務局準備会の合意

により定める。 
 

（付則） 
 
 

この要領は、平成２４年５月１１日から

施行する。 
 
 

この要領は、平成３１年３月◯日から

施行する。 
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 別表（構成員） 

 

洋光台エリア会議の設置及び運営要領 

 

（仮）まちの事務局準備会 

設置及び運営要領（案） 

有識者  
（座長） 

小林重敬（東京都市大学都市生活学部教授、

横浜国立大学名誉教授） 

（座長） 
小林重敬（森記念財団理事） 

大江守之（慶應義塾大学総合政策学部教授） 大江守之（慶應義塾大学名誉教授） 
中村文彦（横浜国立大学大学院都市イノベ

ーション研究院教授） 
中村文彦（横浜国立大学理事・副学長） 

洋光台まちづくり協議会  
会長 会長 
副会長（公園・街路空間整備部会長） 副会長 
副会長（住環境整備部会長） 副会長（住環境整備部会長） 
駅前・商空間整備部会長 公園・街路空間整備部会長 
 駅前・商空間整備部会長 
 事務局長 

神奈川県  
県土整備局建築住宅部長 県土整備局建築住宅部長 
県土整備局建築住宅部 参事 県土整備局住宅企画・建築安全担当部長 
県土整備局建築住宅部住宅計画課長 県土整備局建築住宅部住宅計画課長 

横浜市  
政策局政策部 政策担当部長  
政策局政策部政策課 担当課長  
建築局企画部長 建築局住宅部住宅地再生担当部長 
建築局企画部企画課長 建築局住宅部住宅再生課担当課長 
 温暖化対策統括本部  

環境未来都市推進担当部長 
磯子区総務部区政推進課長 磯子区総務部区政推進課長 

ＵＲ都市機構  
住宅経営部長 神奈川エリア経営部長 
住宅経営部ストック活用・ウェルフェアチ

ームリーダー 

神奈川エリア経営部ストック活用計画課長 

（事務局） 
団地マネージャー（洋光台エリア担当） 

神奈川エリア経営部団地マネージャー（洋光台

エリア担当） 

 

 

  



別図

 

（対象エリアア） 

 

 5 

資料 3-4  



別
紙

 

                                  

（
洋

光
台

まま
ち

づ
く

り
ビ
ジ

ョ
ン
）
 

 

 6 

資
料

3-
4 

 



 

 7 

資
料

3-
4 

 


